
増減額 増減率

(C)=(B)-(A) (C)/(A)

特 殊 作 業 員 19,900 20,000 100 0.5%

普 通 作 業 員 17,500 <17,500> 0 0.0%

軽 作 業 員 13,500 <13,500> 0 0.0%

造 園 工 18,800 19,300 500 2.7%

法 面 工 22,600 23,300 700 3.1%

と び 工 22,500 22,600 100 0.4%

石 工 27,600 27,600 0 0.0%

ブ ロ ッ ク 工 19,800 <19,800> 0 0.0%

電 工 19,500 <19,500> 0 0.0%

鉄 筋 工 22,000 <22,000> 0 0.0%

鉄 骨 工 20,900 20,900 0 0.0%

塗 装 工 21,200 21,600 400 1.9%

溶 接 工 22,700 23,400 700 3.1%

運 転 手 （ 特 殊 ） 20,200 <20,200> 0 0.0%

運 転 手 （ 一 般 ） 17,300 17,800 500 2.9%

潜 か ん 工 30,800 <30,800> 0 0.0%

潜 か ん 世 話 役 36,500 <36,500> 0 0.0%

さ く 岩 工 25,200 25,400 200 0.8%

ト ン ネ ル 特 殊 工 33,500 34,400 900 2.7%

ト ン ネ ル 作 業 員 24,300 25,000 700 2.9%

ト ン ネ ル 世 話 役 38,700 39,400 700 1.8%

橋 り ょ う 特 殊 工 26,400 <26,400> 0 0.0%

橋 り ょ う 塗 装 工 27,200 <27,200> 0 0.0%

橋 り ょ う 世 話 役 30,000 30,400 400 1.3%

土 木 一 般 世 話 役 21,100 21,700 600 2.8%

高 級 船 員 25,900 <25,900> 0 0.0%

普 通 船 員 20,400 <20,400> 0 0.0%

潜 水 士 36,900 <36,900> 0 0.0%

潜 水 連 絡 員 28,000 <28,000> 0 0.0%

潜 水 送 気 員 27,000 27,300 300 1.1%

山 林 砂 防 工 - - - -

軌 道 工 31,400 <31,400> 0 0.0%

型 わ く 工 21,900 22,600 700 3.2%

大 工 21,400 <21,400> 0 0.0%

左 官 20,900 <20,900> 0 0.0%

配 管 工 19,500 <19,500> 0 0.0%

は つ り 工 21,300 21,800 500 2.3%

防 水 工 23,500 <23,500> 0 0.0%

板 金 工 21,900 <21,900> 0 0.0%

タ イ ル 工 20,900 21,500 600 2.9%

サ ッ シ 工 20,000 <20,000> 0 0.0%

屋 根 ふ き 工 22,800 <22,800> 0 0.0%

内 装 工 22,700 <22,700> 0 0.0%

ガ ラ ス 工 20,800 21,400 600 2.9%

建 具 工 17,800 <17,800> 0 0.0%

ダ ク ト 工 19,200 19,500 300 1.6%

保 温 工 20,600 <20,600> 0 0.0%

建 築 ブ ロ ッ ク 工 - - - -

設 備 機 械 工 20,800 <20,800> 0 0.0%

交通誘導警備員A 14,300 14,600 300 2.1%

交通誘導警備員B 12,300 12,500 200 1.6%

平 均 23,100 23,304 204 0.9%

（注）　－　：　岡山県での設定なし

　　  (注) ＜　＞書きは、調査結果が前年度単価を下回ったが、コロナ禍を影響を考慮した
　　　　　　特別措置により据え置かれた単価を示す。
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